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1 研究目的と方法 
	 本報告の目的は、Maurizio Ferraris, Markus Gabrielら、哲学における新しい展開としての新実在
論の視点を通して、Alberto Melucciにおける運動論の方法論を再検討することである。また本報
告は、哲学の社会学理論への援用可能性の模索をもその目的としている。 

Melucci は、社会運動は個人とシステムの諸装置との「境界領域」に位置づけられており、そ
れは直接的に体験される日常の社会生活と社会の間に位置するものであると考えられるという。

運動は当該社会の潜在領域に存在する知覚のメカニズムに触れるものであり、社会の最先端に

おける変化と同時にそれは生起する。すなわち社会運動が提起するイシューは常に当該社会全

体にとって非常に重要な意味を持つ。社会運動は、社会において個人の感覚として感じられる

違和感から生起するという社会問題の指標ともなり、多様な仕方で国家やグローバルシステム

としての社会の変化を露呈するのである。 
彼は、さらに身体における変調、不調をも境界領域とし、日々の体験は行為の意味内容に影

響を及ぼし、それらは自らのアイデンティティにも関連しているという。アイデンティティと

は自覚的な行為の産物であり、自らのリフレクションの結果である。「環境や社会的関係によ

って課せられた境界の内側で、一貫性を構築し自己認識していくのはまさに私たち自身であり、

私たちのアイデンティティは自覚的な個体化のプロセスと一致する傾向にある」。すなわち、

アイデンティティを状況というよりは、行為として体験する。つまりそれらは絶えずプロセス

の中にあり、彼は構築的な特徴を表現するためにアイデンティティではなく、〈アイデンティ

ゼーション〉としている。（『プレイング・セルフ』pp.2-5,43-48,665-68, 101-102,198-203.）こう
したMelucciの運動論の新実在論の視点からの再検討を研究目的とする。 
 
２ 考察と結論 
上記した Melucci の「境界領域」を対象に、身体感覚をも含め意味論的に理解する方法を、新
実在論の視点を通して捉え直すことを試みる。新実在論における自然主義批判、実証主義批判

としての「事実性」を前提に「境界領域」を把握することによって、社会運動から分析的に抽

象される社会の諸問題を引き受け、応答するという彼の考える社会学の目的をも再検討した。 
また、前後したが、本報告における新実在論とは、M. Gabriel のそれである。彼は後期シェリ
ングの「神話の哲学」研究をもとに、世界とは何であるかと問い、新たな哲学的展開としての

新実在論を提唱する。彼はドイツ観念論において Kant 以来伝統的に、批判的に踏襲された「理
性」の外部に「事実存在」を設定し、その上で「世界は存在しない」ことを主張し、さらに自

然主義や物理主義などの自然科学的な世界理解を存在論から批判する。彼のいう新実在論とは、

意味の場の存在論を意味し、また「事実性」に焦点化している。本報告の考察と結論としては、

両者の意味論の検討と、「事実性」概念からMelucciの運動論の再検討を試みている。 
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